福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	福井県内の水道水中における消毒副生成物の実態調査

	学会名
	第５８回全国水道研究発表会

	発表者名
	田中　宏和（保健衛生部）

	開催場所
	釧路市観光国際交流センター

	開催日時
	平成１９年５月２３日（水）

	発表内容
	県では、地域住民に安全な水道水を供給することを目的に、毎年、水源となる主な河川水や地下水の水質調査を実施している。

今回は、平成７～１５年に実施した福井県内の主な水道水源の定期検査結果から、塩素剤による消毒で生成される消毒副生成物に関する知見をまとめた。

地下水を水源とする水道水では消毒副生成物が検出されることは極めて少なかったが、表流水を水源とする水道水ではトリクロロ酢酸、ジクロロ酢酸、抱水クロラールの順で検出頻度と平均濃度が高い傾向がみられた。

また、紫外線吸光度との関係について、総トリハロメタンとの相関はみられなかったが、ジクロロ酢酸、トリクロロ酢酸については２箇所の水源で相関がみられた。

なお、検出された項目は全て指針値以下の濃度であった。


